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１．はじめに
大学院社会産業理工学研究部総合技術セン
ターの地域貢献事業の一環である出前科学実
験教室「やっToku，なっToku，Dai実験」の令
和元年度のテーマの１つとして「ガウス加速
器をつくろう」を開催したので報告する。
２．概要
日時：令和元年8月21日(水)13:00～15:00
場所：つるぎ町就業改善センター
参加者：27名
３．実施内容
ガウス加速器とは鉄球と磁石を用いた装置
であり，その原理の理解のためには物体の力
学的性質や磁力を学ぶことが必要となる。本
年度で実施２回目となる今回は前半の講義に
て，各テーブルに実験装置，各自にワークシ
ートを用意して，実際にガウス加速器を体験
させながら動作原理を説明し，ワークシート
に結果を記入させた（図１）。
後半はガウス加速器を利用したピンボール
の工作を行った。ピンボール台はスチレンボ
ードを，発射台はネオジム磁石と直径11mm
の鉄球を用いた。子供たちは得点の囲いの位
置や，発射台の方向を試行錯誤するなど工夫
していた（図２）。
４．まとめ
昨年度と同様にアンケート結果では満足度
が非常に高く，「とても楽しかった(96%)」+
「まあまあ楽しかった(4%)」で100%であっ
た。理解度については「とてもわかりやすか
った」が85%と昨年度の71%よりも増えてお
り，原理説明のための装置やワークシート導
入の効果があったと考えられる。子供たちが
物体の力学的性質や磁力について学ぶ場を提
供できたのではないだろうか。今後内容につ
いてさらに改善していきたい。
図１ ガウス加速器の実演の様子
図２ 工作の様子
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